
まずは自分で問題を解いてみましょう。その後，解説を読みましょう（問題の内容を学
習する学年も示しています）。わからない時は，解説にある の解決する際の
を参考にして再挑戦してみましょう！

２年生の
学習内容です。

やや難

やや難

ポイント
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３年生の学習内容です。

やや難

ポイント



福岡県立高校入試問題にチャレンジ！【理科】①

細胞分裂をした後，核の中では染色体が複製されることを考えましょう。
ポイント

（答） ３

次のような考え方で解きます。

【問２】 図からわかることを整理しましょう。

消化液と消化酵素を関連付けて考えましょう。ポイント

（答） １ ， ４

次のような考え方で解きます。

植物は，一般的に光のエネルギーを利用して光合成を行い，自ら有機物をつくる。
（答） ヒトは光のエネルギーを使って有機物をつくることができないから。

【問4】 細胞分裂が進む順序から考えましょう。

オは，核に変化が始まり,染色体が2倍
に複製される。

やや難

① すい液（消化酵素：トリプシン）
→デンプン・タンパク質・脂肪の分解に
はたらく。

② 胃液 （消化酵素：ペプシン）
→タンパク質の分解にはたらく。
③ 胆汁（消化酵素をふくまない）
→脂肪の分解をたすける。

エは，２倍になっていた染色体が半分
ずつ細胞の両端に移動する。

やや難

やや難

生産者と消費者の生命維持のしくみを比較して考えましょう。ポイント

【問４】 光合成のしくみを基に,ヒトの場合で説明しましょう。



難問

１年生の
学習内容です。



やや難 ２年生の
学習内容です。

やや難



福岡県立高校入試問題にチャレンジ！【理科】②

原子のモデルと関連付けて考えましょう。ポイント

文章とグラフを正しく読みとり，物質Xがどれに当てはまるかを考えましょう。ポイント

（答） イ

次のような考え方で解きます。

次のような考え方で解きます。

やや難

難問

①

②

③

④

【考え方】
下線部①より
水20ｇになっているので，100ｇの場合に置き換えて
考える必要がある。
下線部②は，
物質X 6.0ｇ（水20ｇ）→30.0ｇ（水100ｇ）となる。
下線部③は，
物質X 8．0ｇ（水20ｇ）→40.0ｇ（水100ｇ）となる。
下線部④から，
最終的に物質X12.0ｇ→60.0ｇ（水100ｇ）まで
増やしたことになる。

✕

✕

下線部②及び③
の情報から20℃
で30.0ｇ溶ける
のは，アとイに
しぼれる。

下線部④から40℃
で60.0ｇ溶ける
のはアで，溶けき
れないのは，イ

✕

【問1（３）】 「物質の酸化」の意味を正しく理解しましょう。

【考え方】
左辺と右辺の各原子数が合う
ようにする。モデル図で表すと，
左のようになる。化学反応式で
表すと，
2Mg ＋ CO₂→ 2MgO ＋ C
となる。

鉄の酸化つまり「（答）結びついた酸素」となり，「酸素」だけでは不十分である。

【問３】 水２０ｇを１００ｇに置き換えて考えましょう。

【問２】 原子のモデルを使って反応前後で起こる化学変化を表しましょう。

何を問われているのか，文脈から読みとりましょう。ポイント やや難



２年生の
学習内容です。

難問

やや難



３年生の学習
内容です。

やや難

難問



福岡県立高校入試問題にチャレンジ！【理科】③

グラフや天気図からの情報を正しく読みとり考えましょう。ポイント

透明半球からわかる情報を読みとって考えましょう。ポイント

次のような考え方で解きます。

次のような考え方で解きます。

１は，地平線上を東→南→西にすすんでいるので,北極付近（秋分・春分）である。
２は，東の地平線からのぼり天頂をとおって西の地平線に沈んでいるので,赤道付近である。
３は，真東から北寄りの地平線からのぼり,南側をとおって西から北寄りの地平線に沈んでいる

ので,日本（北半球）の夏至である。
４は，東の地平線からのぼり北側をとおって西の地平線に沈んでいるので，シドニー（南半球）

である。

【考え方】

グラフより１５時のときの湿度は７８％，１６時の

ときの湿度は７４％であり，その差は４％となる。

１５時と１６時の気温における飽和水蒸気量は

17.0g/ｍ³なので

（答）17.0✕0.78-17.0✕0.74＝0.68ｇ

【問２】 透明半球上の点と点の間隔（数値）から計算で求めましょう。

やや難

透明半球の点と点の間隔から，太陽は一定の速さ
で動いていることがわかる。１時間あたり４.0cm
なので，１５時から日の入りまで13.0cmであり,
13.0cm÷4.0cm＝3.25となる。日の入りは，
15時から3時間と0.25時間（0.25✕60＝15）
後になる。つまり，3時間15分後となるので，
日の入りは，（答）18時15分である。

やや難

【問3】 日本（北半球）の太陽の動きを基に,世界各地の太陽の日周運動を考えましょう。

【問２】 １５時と１６時の湿度に着目しましょう。

【考え方】図２～図４を基に読みとれる次の２点

を関連付けて考えることが大切です。

①高気圧と低気圧が交互（次々）に，西から東に移動する。

②15日は，観測した地点が高気圧におおわれる。

【問４】 気圧配置の変化に着目して考えましょう。

難問（答） 「春は日本付近を」（例）高気圧

と低気圧が西から東へ交互に通過

していき,４月１５日の観測した地点

は高気圧におおわれるから。

観察する地点の緯度と太陽の南中高度の変化を関連付けて考えましょう。ポイント 難問



１年生の学習
内容です。

難問



３年生の学習内容です。

難問

やや難



福岡県立高校入試問題にチャレンジ！【理科】④

凸レンズを通る光の進み方の規則性を基に，作図を考えましょう。ポイント

【問2】 マス目を使って，力を分解しましょう。

次のような考え方で解きます。

次のような考え方で解きます。

図2において，
①黄色の平行四辺形
をつくる。

②図のように，
平行四辺形の２本
の が分解した
力となる。

【考え方】

P，Q，Rの仕事率は同じなので，

糸を引き上げる距離が長いもの

ほど，速く引く必要がある。

3マス分

図や表から必要な情報を関連付けて，力の働きや規則性を考えましょう。ポイント

【光の進み方】
①光軸に平行な光…凸レンズで屈折して，反対側の焦点を通る。
②凸レンズの中心を通る光…直進する。
③凸レンズの焦点を通った光…凸レンズで屈折して光軸に平行に進む。

この問題では，光軸を

中心に上下の2通りを

作図する必要がある。

6マス分の虚像

ができる。

①

①

②

③

③

難問

【問3】 光の進み方に関する基本的事項を振り返りましょう。

① ②③

やや難

４マス分

表のCから４マスが2.4Nになる
ので,１マスは0.6Nになる。
斜面に垂直な分力（３マス）は,
0.6N×３マス＝（答）1.8Nとなる。

【問４】 仕事率が同じことから,表の糸を引き上げた距離に着目して考えましょう。

糸を引き上げた距離と糸を引く速さを関連付けて考えましょう。ポイント 難問


